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載されている。
　起業教育という観点から考えると少し的が外れるかも知れないが、多角的
な考え方が思わぬ発想を生むことがあり、また商業を学ぶ者として身につけ
ておく最低限の内容を押さえておかないと新たな考え方は生まれてこないの
ではと考える。数字に弱い若者が増えつつあるが、この本を読み、数字に強
い人間になってほしいと考える。また数字だけに振り回されずに読み取る力
の育成に力点を置き、「思考力」「数字力」を養ってもらえればと思います。
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　「どうして大学に行かないといけないの」あるいは「どうして勉強しない
といけないの」という問いに対して、明快な答えを示すことのできる人は少
ないのではないか。そのような問題に悩む中高生、大学生にアドバイスしよ
うという意図で書かれたのが本書である。　　　　
　著者の浦坂氏も大学で教鞭を取られているということで、大学生の日常生
活や、思考様式を把握したうえで書かれたためか、我々大学教員から見ても

「その通り」と言いたくなる主張が多くみられる。
　まず一章では、世の中にはいかに多くの仕事があり、読者（おそらく高校
生から大学生）が就きたいと思っている職業は、多くの仕事のうちごく一部
にすぎないことが示される。すなわち、読者が「なりたい」と思う職業は、
きわめて狭い範囲（知識）の中から選ばれたにすぎないというのである。
　また、働くことの意義として、生活するための給与を稼ぐ以外にも、やり
がいや自己実現のためにも働くことがありえることを説く。しばしば生涯賃
金に関する情報や、学歴による賃金格差を示すことによって就業意欲を高め
ようという言説も見られるが、「金のためのみに働くのではない」ことを強
調するのである。
　主に高校生を対象とし、なぜ勉強しないといけないのか、という問題を進
路選択の問題と併せて考えるのが第三章である。端的に言えば、勉強するこ
とによって、将来の進路における選択肢は広がる、というのがヒントである。
　「苦手だから」「受験科目ではないから」と言って、ある教科の勉強を怠っ
たことはないだろうか。苦手科目を「捨てる」ことは、当該科目の課せられ
る試験を受けられないことになる。そのことは、受けることのできる大学、
学部を限定してしまうことになり、さらにはその先にある進路にも影響する
だろう。そのような重大な決定を、いくら受験に合格するためとはいえ、高
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校２、３年生の時点で行ってもよいのだろうか、というのが著者の問題意識
である。
　「数学を受験した人の年収はそうでない人のものより高い」というショッ
キングな調査結果からは、安易に苦手科目を投げ出さない、すなわち近視眼
的な価値観に流されない、そういう能力こそが社会において有用である可能
性が示唆されている。
　しばしば用いられる「近視眼的」という用語が、本書のキーワードになる
と思われる。「なりたい自分」をまず決めて、その目標に向かって進んでいく。
これがある意味では「効率的な努力」であるといえる。目標達成に不必要な
努力はしていないのだから。しかしながら「なりたい自分」に必要のないと
いうことで「捨ててしまった」ものが、将来も不要であるとどうして言える
のか？「私立文系に行くから数学はいらない」という決断をして、自分の一
生は数学と無縁でいられるだろうか？
　どうせ、はるか将来のことは誰にもわからないのである。では、我々（特
に読者層の生徒・学生）はどうすれば良いのか？
　高校の方針で、大学入試と関係のない科目まで勉強した（させられた）浦
坂氏は以下のように述べる。「アンチ受験としか言いようのない教育が、気
づかぬうちに学ぶことそのものの幹を太らせていた（中略）この幹が立派で
あれば、枝葉はいつでも自分で伸ばせるものなんですよ。」
　勉強をなぜするのか？自分の将来における選択肢を広げるため。
　大学になぜ行くのか？自分の能力の幹を太らせるため。
　では就職活動はどうすれば良いのか？大学で幹を太らせればなんとかな
る。
　これが筆者の受け取ったメッセージである。若い人に薦めたい（あるいは
若いうちに読んでおけばよかった？）と思われる良書であった。
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　近年、地域の文化、風習を見直す動きが広がっている。それらの動きは、
テレビや新聞等のパブリシティによって、伝統的な祭りの再興やご当地グル
メフェアなどの盛り上がりなどからも理解することができる。本書は、祭や
食などに焦点を当てるのではなく、地域独特の文化、風土から生まれた創業
者合計約 800 人に焦点を当て、分析したものである。
　どんな人間でも故郷はあるし、愛着はあるだろう。それは東京や大阪など
の大都市においてもあてはまり、その思いは故郷から遠く離れれば離れるほ
ど強くなるともいわれている。出身地を紹介する一般的な会話は、観光名所
や旧跡、名物の他に芸能人やプロスポーツ選手を輩出等の話術が用いられる。
そのような話題は、聞き手にとって、出身地の風土を知る大きな手掛かりに
なる。そしてそれらの知識は、生まれ育つ中で自然と身についてくる。しか
し故郷から育った企業、そこから輩出した有名な経営者に話題が及ぶことは
まずないのではないか。まず本書はそうした出身地を紹介する会話において
大いに参考となる知識を提供するものである。
　本書の構成は、47 都道府県ごとに地場企業、大企業を問わずその創業者
の生い立ちについて詳しく述べられている。そして取り上げた創業者の設立
した企業は、生徒・学生も知っているであろう知名度のある企業から、特色
のある企業、現存しないが一世を風靡した企業など、さまざまな業界及んで
いる。生い立ちでは、学歴を中心に創業者を輩出した一家の家族構成や家業、
親族の創業者にも拡がっている。特に起業教育そしてキャリア教育につなが
る部分として２点があげられる。第１に、自分の今いるところで創業者が生
まれ育ち、どのように拡大させたのかを経営史的視点により、当時の経済情
勢を織り交ぜながら解説すると生徒・学生も企業経営が身近に感じられるか
らである。第２に、東海地方に多く見られる地場産業、伝統産業を基礎とし
て成長している企業を例に、どのようにして転換し、成長してきたのかを経
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